
           試験研究成果普及情報  

［目的及び背景］  
平成７年のトンネル栽培のスイカ「紅大」で、交配30日前後に裂果するものが現地圃場で多発し

た。最も被害が激しかった圃場は95％以上が裂果し、平均でも約２割の発生がみられた。裂果の
要因として、土壌水分、草勢の強さなどが考えられる。そこで、裂果の要因とその対策について検
討する。 

 
［成果内容］ 
１．交配開始日からかん水し、果実肥大初期に土壌水分が多く、着果節位のやや高い果実に裂果
が多い（表１）。  
２．裂果は交配を遅らせ、着果節位を高くした草勢が強い高節位区のみ発生がみられる（表２）。  
３．果実肥大中期の遮光処理によって裂果はやや多くなる（表３）。  
４．トンネルから先の子づるを３本とも切断したり、子づるを１本株元で切断すると、無処理区に比
べ裂果率が低くなる（表４）。 

 
［留意事項］  
１．スイカ「紅大」の裂果は肥大初期には発生がみられず、交配後30日前後から収穫時まで発生
する。  
２．この裂果は「紅大」に多く発生し、他の品種ではほとんど問題とならない。  
３．病害との関連は認められない。 

 
［普及対象地域］本県スイカ産地 
 
［行政上の措置］ 
 
［普及状況］ 
 
 
［成果の概要］ 
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課題名：スイカ「紅大」の裂果の要因とその防止対策

 
［要約］スイカ「紅大」の交配後30日前後から発生する裂果は、果実肥大初期に土壌水
分が多く、草勢が強く着果節位が高くなる場合や、果実肥大中期の遮光処理によって発
生がやや多くなる。トンネルから先の子づるを切断したり、子づるを１本株元で切断する
と、スイカの裂果の発生が少なくなる。

 
ｷｰﾜｰﾄﾞ（専門区分）栽培      （研究対象）野菜類－スイカ 
   （ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ) スイカ、裂果、草勢、子づる

 
実施機関名（主 査）  農業総合研究センター北総園芸研究所東総野菜研究室 
     （協力機関） 
      （実施期間）１９９７年度～２０００年度 
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